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また「雨やみ」は，「レベル _LB」において e，「雨上がり」は dであり，ともに生徒にとって目
にする機会の少ない語彙である。
　次に，BCCWJの用例を検索し生徒に示す。検索には，国立国語研究所の web上の登録サイト
である，「中納言」 １６）を用いる。用例数は以下の通りである。
雨やみ：６例（雨やみ：５例（「羅生門」のみ），雨止み：１例）
雨上がり：９８例（雨上がり：８７例，雨あがり：１１例）
　「雨やみ」の用例は BCCWJにもほとんど見られず，「羅生門」以外では次の１例のみである。
　増益，出産，除病，雨乞い，雨止みに功徳があるといわれ，（書籍／哲学）（傍線部は筆
者による。以下同様）
　例が少なく明確な判断はできないが，「羅生門」の「雨やみを待っていた」という例と併せて
考えると，「雨やみ」には，「雨がやむこと」に対する，使い手の「願い」が込められているよう
に感じられる。
　一方，「雨上がり」という語彙もレベル判定の通り，あまり多くは出現しない。ただ，下記の
ような例を見ると，「雨上がり」と「雨やみ」の違いが見えてくる。
・雨上がりの夜空は，星がたいへんきれいに見える。（教科書　小学国語）
・昨夜の雨は強烈でした。今は，雨上がりの強風が吹いています。（yahoo!知恵袋）
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１６）htps://chunagon.ninjal.ac.jp/search
　上記の例の「雨上がり」を，「雨やみ」に変えると不自然さが残る。「雨やみ」は，雨がやむと
いうそのこと，及び雨が降っている状態から，雨がやむまでの間を指す。一方「雨上がり」は文
例のように，雨が降っている状態から，雨がやみ終わったその後の時点・状態までを含んでいる。
したがって，雨後の状態（星がきれい・強風）との組み合わせが成立するのは，「雨上がり」で
あって，「雨やみ」ではない。このように，コーパスの用例を用いることで，類義語の違いを生
徒に理解させることができる。webサイトを用いてすぐに実践できる，コーパスの国語教育にお
ける活用方法の一つである。
　さて教科書本文において，下人が待っているのは「雨上がり」ではなく，「雨やみ」である。
次に，冒頭部以外の教科書本文の「雨やみ」の箇所を抜き出してみる。
・作者はさっき，「下人が雨やみを待っていた。」と書いた。しかし，下人は雨がやんでも，
格別どうしようという当てはない。
・だから「下人が雨やみを待っていた。」というよりも，「雨に降りこめられた下人が，行
き所もなくて，途方に暮れていた。」と言うほうが適当である。
　当てもなく，行き場もなく羅生門の下にたたずむ下人にとって，「雨上がり」に，雨がやんだ
後に，するべき行為はない。つまり下人が待つのは，「雨上がり」ではなく，「雨やみ」でなけれ
ばならないことが分かる。語義と，その場の状況が，見事に対応している。
　このように「雨やみ」について，類義語である「雨上がり」とともに考えさせることで，単な
る語彙理解にとどまらず，登場人物のその場の状況を的確に把握させることができる。さらに作
品のおける「雨」の役割や，雨後の想定されない雨の中に主人公を置いた作者の意図について，
生徒に考えさせることもできるだろう。
　先に述べたように，「雨やみ」は生徒にとって初見の語である可能性が高い。授業で取り上げ
なければ，生徒はただぼんやりとした理解をするのみであろう。作品前半部では，教師は時代背
景にかかわる語の解説に追われてしまうため，「雨やみ」が授業で取り扱われることが少ないは
ずである。しかし「雨」は場面設定や，主人公の心象につながる重要な「文学言語」 １７）であり，
「雨やみ」はぜひとも立ち止まって考えさせたい語彙である。
　またこうした着眼点のはじまりは，コーパス語彙表による，作品語彙の客観的な検証にある。
経験則に頼りすぎであった教材研究において，実証可能なデータであるコーパスを活用すること
によって，このように新たな視野を獲得することができる。
５．　「注意すべき語句」の検証
　最後に，教材「羅生門」に付けられる「注意すべき語句」について取り上げる。「注意すべき
語句」とは，語の解説は加えられずに，脚注欄に列挙される語句である。手元にある教科書１８）の
凡例には，この注意すべき語句について，「見開きごとに重要語句をまとめて掲げた。また知っ
ておきたい慣用句は初出を原則に＊印を付し，まとめて掲げた」とある。特に慣用句について
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１７）　２）と同じ，pp. １６４–１６５
１８）　『探求国語総合　現代文・表現編　改訂版』，桐原書店
「知っておきたい」との前書きがあるが，ここには，単に作品読解のためにというだけではなく，
実生活の中で使用できるようになってほしいという意味があると受け取ることができる。授業で
は意味調べとともに，その慣用句を用いた短文作成などを行わせ，生徒の日常に慣用句の定着を
図ろうとするのが一般的な授業風景であろう。
　ここでは，教材「羅生門」の「注意すべき語句」の中から，特に慣用句を取り上げる。それら
がどの程度，またどのジャンルにおいて「知っておきたい」語句なのかを，コーパスによって検
証する。
　「注意すべき語句」に挙げられている慣用句の抽出には，先に援用した山森（２００６）の調査デー
タをここでも借りる。山森（２００６）の調査にある，「注意すべき語句」中の慣用句の，BCCWJに
おける度数と，主なジャンル別の割合を示したものが［表３］ １９）である。
　まず総数で見ると，「念を押す」が圧倒的に多いことが分かる。ジャンルにおいても，割合に
違いはあるものの，流通書籍からブログまで幅広く用いられる慣用句であることが分かる。しか
し「注意すべき語句」として取り上げている教科書会社は５社中２社と，むしろ少ない。掲載し
ていない会社では，高校１年生の段階では，すでに生徒は理解しているものと判断しているのか
もしれない。いずれにせよ教材「羅生門」中で，実生活を送る上で最も「知っておきたい」慣用
句であることは間違いなく，教師自身がそのことを知った上で指導に当たらなければならない。
　逆に総数が最も少ないのは「人目に掛かる」である。これは，表に掲げたテキスト・ジャンル
には１例もない。BCCWJ中にあるのは，教科書中の，この「羅生門」の，「人目に掛かる恐れの
ない，一晩楽に寝られそうなところがあれば」の１例のみである。もちろん，BCCWJがすべて
の現代書き言葉を網羅しているわけではないが，現代語コーパスの主要ジャンルで見られないこ
の慣用句を，生徒に「知っておきたい」ものとして扱ってよいか疑問が残る。むしろ語注を付け
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［表３］
ブログ知恵袋生・新聞生・雑誌生・書籍流・書籍総数掲載数注意すべき語句
０．０％０．０％０．０％３８．５％３．８％３０．８％２６３暇を出す
６．４％３．８％０．４％５．１％３０．５％４３．６％２３６４途方に暮れる
１３．０％１３．０％０．０％０．０％１７．４％４３．５％２３５片を付ける
０．０％０．０％０．０％０．０％０．０％０．０％１１人目に掛かる
２．７％１．８％０．９％０．０％２８．６％５１．８％１１２４息を殺す
９．４％３．５％１．２％２７．１％４１．２％３４．１％８５５高を括る
０．０％０．０％０．０％０．０％５７．１％２８．６％７１声を和らげる
０．０％４．８％０．０％４．８％９．５％５７．１％２１２縄を掛ける
６．５％１８．５％０．０％２．４％２４．２％３７．１％１２４４大目に見る
２．０％２．４％２．０％２．４％３１．３％４７．７％４５１２念を押す
１９）　［表３］の見出し語の「掲載数」は，山森（２００６）調査５社中の掲載教科書数を指す。また総数以下見
出しはテキスト・ジャンルを示す。「流・書籍」は，流通実態（図書館）サブコーパスに含まれる書籍
など。その他は２節の語彙レベルの説明部分を参照のこと。尚 BCCWJのテキスト・ジャンルには他
に，教科書，白書，広報誌などがある。
て，「羅生門」を読解するために必要な語句として扱うほうが適切である。
　また割合をみると，ほとんどの慣用句が「流通・書籍」と「生産・書籍」に出現が偏っていて，
逆に新聞やネット上では出現が少ないことが分かる。つまり，慣用句を「知っておきたい」場面
は，主に書籍の書き言葉に触れる場合であるということになる。曖昧な規範意識や教育的見地か
ら，「知っているべきだ」と教えるのではなく，どのような場面に必要なのかを適切に教える。
それこそが本来あるべきことばの指導の姿である。
　このようにコーパスを用いて検証することで，一つの教材中の慣用句が，どの程度社会で用い
られているかを知ることができる。コーパス上の出現頻度と，その語句の言語上あるいは教育上
の重要度とが，必ずしも合致するものではないだろう。しかし，実生活に生きたことばの力を育
成することが求められる学校教育において，自ずと社会における出現頻度は考慮され，指導に反
映されて然るべきである。
６．　お　わ　り　に
　定番教材の語彙の検証にはすでに田中（２０１１） ２０）による中学校教科書定番教材の「少年の日の
思い出」の語彙研究や，鈴木（２０１１） ２１）による，やはり中学校の「走れメロス」の語彙研究など
がある。田中氏，鈴木氏とも筆者と同じ「言語政策班」のメンバーで，田中氏はそのリーダーで
ある。今後も両氏をはじめ，多くの賛同者とともに，コーパスの国語教育への活用に向けて提言
を続けていきたいと考えている。
〔２０１１．９．２９　受理〕
河　　内　　昭　　浩202
２０）　田中牧郎「『少年の日の思い出』の語彙指導」　７）に同じ，pp. １９５–２０４
２１）　鈴木一史「学習意識と語彙～実生活で生きてはたらく語彙～」，『教育科学国語教育　No. ７３６』明治図
書，２０１１，pp. ８４–８７
